
令和６年度小論文試験 学校推薦型選抜（Ａ推薦，Ｂ推薦）， 

帰国生特別選抜，社会人特別選抜 

（試験時間９０分） 

 

問題． 別紙の図表を見て，以下の設問に答えなさい。 

 

問１． 表１は，２０１９（令和元）年から２０２３（令和５）年までの，日本における食品価格動

向調査（食肉・鶏卵）の結果である。各食品の価格推移や変動幅を踏まえ，５年間全体の

傾向と特徴を２００字程度で説明しなさい。 

 

問２． 図１は，２００８（平成２０）年から２０２３年までの，我が国の家畜の配合飼料の価格

推移を示したものである。世界情勢などを踏まえ，近年の配合飼料価格の高騰を招いた要

因について，２００字程度で述べなさい。 

 

問３． 表２は，２０１９年から２０２３年までの，我が国の主要な家畜伝染病の発生状況を示し

たものである。このうち，ブタとニワトリに着目すると，特定家畜伝染病（注１）に指定され

ている豚熱の流行は２０１８（平成３０）年から始まり，２０１９年１０月以降には予防

的ワクチン接種が開始された。同じく特定家畜伝染病である高病原性鳥インフルエンザに

より，２０２２（令和４）年１０月から２０２３年５月の間に約１，７７１万羽のニワト

リが殺処分され，我が国における過去最悪の損失となった。 

 
（注１）特定家畜伝染病：家畜伝染病のうち，特に総合的に発生の予防及びまん延の防止のた

めの措置を講ずる必要のあるもの。口蹄疫，BSE，牛疫，牛肺疫，豚熱，アフリカ豚熱，高

病原性鳥インフルエンザ，低病原性鳥インフルエンザが指定されている。 

 

（１） 家畜配合飼料の価格高騰（図１）や特定家畜伝染病の発生状況（表２）が，豚肉お

よび鶏卵の小売価格の変動（表１）に対しどのように影響をおよぼしたのか，あな

たの考えを３００字程度で述べなさい。 

 

（２） 我が国の畜産物の価格高騰を抑えるために，どのような取り組みをしていく必要が

あるのか，あなたの考えを４００字程度で述べなさい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【別紙】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


